
笠
岡
市

里
庄
町

浅
口
市

井
原
市

矢
掛
町

倉
敷
市

早
島
町

総
社
市

高
梁
市

新
見
市

　明治41（1908）年7月に建てられた洋風住宅。清澄家はもと新見の人でしたが、明治37

（1904）年、当主の若原丈次が奥さんのふるさとである早島町で眼科医を開きました。のち、長

女の万寿子が昭和4（1929）年に歯科医院を開きました。

　建物の壁は板を横に張った「下見張り」という方法で作られており、建物全体の形は左右で同

じ形をしています。中の診療室は洋風で、生活をする部屋は和風と洋風を合わせたものになっ

ています。

　町内で一つだけしかない、とても大切な明治の洋風の建物です。
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